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Synopsis: The e-learning substantially has been used for approximately 10 years. However
we checked the development process of the e-learning, we found the e-learning had many faults.
There are various opinions about the development process, and still not settled. Historically, the e-
learning has developed through CAI, CBT and WBT. And the e-learning should involve the user
more by blog and SNS. In addition, many LMS standardized by SCORM are developed recently.
We consider problems of e-learning under the following heads: ◯ contents volume; ◯ security
control; ◯ cost (initial cost and running cost); ◯ the misunderstanding of top-management on the
e-learning management; ◯ a busy person in the e-learning management ◯ the reˆne of con-
tents; ◯ maintenance of the learning motivation and ◯ the eŠect measurement. We consider the
above and present problems of the future study of the e-learning.





ある。本論は e ラーニングの発展過程と IT の変遷を振り返り，その歴史から問題点を見いだ
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ロリダで開催された TechLearn1999 が商用的 e ラーニングの発祥と言われている(5)。それま
で，小規模ながら通信教育を電子化して実施したことはあったが，TechLearn1999において
本格的に商用目的の e ラーニングが始まった。発展過程には諸説あり，本論では 2 例を挙げ
ておく。
川口はコンピュータの利用に着眼し，e ラーニングの発展過程は 4 つの段階を経て，現在の
ような形になっていると定義している（表 1 )(6)。菅原ら(7)は第 4 世代に m-Learning


























は HTML (HyperText Markup Language）言語によって，より身近なものになった。今後は












以上の研究に対し，中山(9)は発展過程において，上記に加え DL (Distance Learning）を挙
げている。この中で DL を遠隔教育と TV 会議に分類している。そして，WBT のほかに
WBL (Web-Based Learning）も定義している。さらに WBT, WBL, DL をあわせて広義の e
ラーニングとし，WBT，WBL のみをインターネットを利用する教育・学習手段として狭義
―  ―
図 広義の e ラーニングと狭義の e ラーニング（出所中山（2004）p. 17）
表 IBM の 4 層学習モデル
e ラーニングに関する諸相
の e ラーニングとしている（図 1）。







備知識を提供して，第 2 層では試行錯誤を行う演習を提供しているといえる。第 3 層ではコ
ミュニケーション能力，協調性を学習する。第 4 層では総合実習を行うが，ここで注目すべ
きはコミュニティである。学習者同士のコミュニケーション，さらに学習者のコミュニティ形




開できるコミュニティ作りが必要であるといわれている。そのため SNS (Social Network
Service）等既存のコミュニティに，e ラーニング機能を付加するサイトも増加しており，サ
イトでは，コンテンツを学習者自ら登録することもできるようになってきた。これは，個人の
知識を集合し，その中から新しい知識を創出する KM (Knowledge Management）の進化した
形態と捉えられる。4 層学習モデルは，1 層から 4 層に向かっての「昇華型学習」をしていく
が，一度に e ラーニング化することは難しい。そのような現状のため用いられてる方法がブレ
ンディッド・ラーニング（Blended Learning）である。ブレンディッド・ラーニングには 2 種
類の運用方法が考えられる。消極的なブレンディッド・ラーニングは，一度に e ラーニング化
が難しい場合に，演習や実習の部分で教授者の介入があまり必要でない部分に e ラーニングを






























ことにする。一般的な e ラーニングの発展過程は 4 段階とされる。それは，◯第 1 世代（CAI），
◯第 2 世代（CBT），◯第 3 世代（WBT），◯第 4 世代（e ラーニング）である。
a. 第 1 世代


































c. 第 3 世代
コンピュータの性能はさらに向上したが，この世代で使われ始めたのがネットワークであ

























のに大いに役立っている。1997年には米国の ADL (Advanced Distributed Learning）におい












ないのは， 1993年，ニューヨーク州立大学の William. D. Graziadei の研究報告であ
る(12)(13)。彼は学生と共に構築した2台のVAXノートとメールによる学習システムで，数多く
の研究成果を蓄積した。ここで Virtual Instructional Classroom Environment in Science
















た(15)。実際の e ラーニングシステムの稼働は2000年なので，約 3 年間の準備期間を設けたこ
とになる。e ラーニングシステムを利用する受講者が多いという実績から，現在は100出資
した関西ビジネスインフォメーション株式会社に業務を移管して，教育事業の継続を行ってい


































いる企業のひとつである(18)。システムは外部の ASP (Application Service Provider）サービ
スを利用したものである。同社の取り組みは内定者に対して主力が置かれ，内定辞退の防止，
内定者間の知識レベルの平均化，自己啓発意識の向上，即戦力の養成が狙いである。コンテン




























































Management System)), CMS (Contents Management System）といった種類のソフトウェア





















































































































































































. 将 来 展 望
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